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Abstract
AnExaminationoftheDocumentsoftheFormerSudaFamily
inUshiborimachi,NamekataCounty,IbarakiPrefecture
HiroyukiK:ADOMAE
LastyeartheauthorcompletedalistofthedocumentsoftheSudafam:童y,whoservedasvinage
headmenofUshiboriVi1[ageandNagayamaVillageinthesouthernterritoryoftheiVlitoClan,andhe
publisheditintheMe〃20'zs(ゾ〃昭1πs`伽'θqズ正看捌 απ痂6∫,〃の'乙 砺 〃θ癬 砂,No.35。Inthepartof出e
documentsdealingwiththelandtax,thereexistsadescriptionoftheannuallandtaxquotasandthe
receipt:三ssuedbythelord.Thesewerenuml)eredfromonetotwenty.Thescrollwascompletedby
.
SudaGen'nojyoinJuneofAnsei6asindicatedinthebackcoverofthefrontpage.But,astheauthor
describedinthe/1πηz紹'1～eportofthe乃2sだ'曜θ(ゾ、研`翅 伽f"θs,伽 擁 〔乃1勿8鴛吻,No,36theexistent
scro塾10fthelistoftheannuanandtaxanditsreceiptswasconsiderablydamaged;althoughthedocu一
mentsnumberedfromonetotenweremostlyleftintact,theremainingpartofthedocumentswere
partlydamagedandfragments.Moreover,thelandtaxquotasandreceiptsofthevillageswerenot
classi且ednorarranged.Aftertheauthorcomp董etedalistofthedocuments,herearrangedtheorderof
landtaxquotasandtheirreceipts.
Theauthorphotographedthelistof亘andtaxquotssandreceiptsnumburedfromonetotwenty,
separatedthemofditembyitem,andrearrangedthembynumber.Otherthan出ereceiptsforthe
majorannualtax,theyweresubdiviedlntovouchersforわ娩'π(thetaxpaidinsteadofexemptionfrom
forcedlabor),z槻鵤 一徹 〃α(collectedstrawsandropes),poser,(thctaxpaidfortheuseof血eldsand
mountain:),μ"4yα如 一kit(thetaximposedonwoodenboats),次)7卿44y盈κsθ〃(thetaximposedon
thelicenceforhuntingbird:).Inthisarticle,givinganaccountoftheresultsoftherearrangementof
thedocuments,theauthorintroducedthecontentsofthedocumentspertainingtothelandtaxof
「
UshiboriVil璽ageandNagayamaVillage,whichamountedto260items,andmadeareportonthedata
regardingtherateoflandtai.
.
「
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茨城県行方郡牛堀町旧須田家文書の検討
年貢取付 と受取を中心に
門 前 博 之
水戸藩南領の牛堀 ・永山両村の庄屋を兼帯 し,大山守を勤めた須田家の本家の文書臼録を昨年完成
し,こ の紀要の第35冊に掲載 した。その文書 目録の状之部[年 貢]に は1～20の番号を付 した年貢割
付や受取額があるが,その年貢割付や受取類は巻物 として既に整理されているものである。その整理
は,[年貢]の 目録番号1・3・4・7・9・10などの巻物の表紙の裏に 「須田氏之古文書明和年間二亡
失ス,今わつかに残るもの拾ひ上げ永世不朽様可致候,落糊等いたし候者無油断手入加大切二持傳可
申者也」な どと記 したのちに,「安政六木水無月 須m源 之丞」 と記 された巻物 もあるこ とか ら,安
政6年6月 に須田源 之丞 によって行われたものであることがわかる。 しか し,年 報第37号に も記 し
たごと く,残存す る年貢割付や受取額の巻物はかな り破損 してお り,ほぼ形を整 えてい るのは 目録番
号の1～10程度で,他 は破損 した巻物の一一部分ない し断簡 となっている。 また,こ の巻物 には年貢割
付や受取類,そ して牛堀 ・永山両村のそれ らが分類整理 されないまま混在 している。 員録をひ とまず
完成させたのちは,そ の年貢割付や受取額の再整理 を行 ってきた。そこで,本 稿ではその再整理の結
果 を報告す るとともに,牛 堀 ・永山両肘の年貢関係史料の概要 とデータの紹介を行 うこととしたい。
その再整理の:方法は1～20の番号を付 した年貢割付や受取類の写真撮影を行い,その写真から年貢
割付や受取類を一点一点切 り放 し,そ れ らを整理することとし,文薯 目録の 目録番号は崩さないこ と
とした。年貢受取類は正租の年貢受取のほか夫金 ・藁縄 ・野銭 ・舟役金 ・鳥札役銭等の受取が残存 し
ているので,そ れ らに分けた。先ず,再 整理の結果を永 山 ・牛堀の村別に示 す と以下 のご とくであ
る。な お,水 戸藩 では年貢割付 を年貢取付 と称 している。牛堀 ・永山両肘の場合で も正保2年 か ら
正徳5年 までの問に村 に出された年貢割付 にその語が使用 されているのは一 ・二例 しかな く,'以下,
年貢割付を年貢取付 と称 していくこととする。また,永山村の表記は史料の引用以外は長山を用い
ず,元 禄や天保郷帳 と同 じく永 山を使用 し,永 山 ・牛堀 を並記する場合,寛 永9年 の受取 に 「長山
村之内牛堀」 とあ ることな ど村成立の事情か ら永山村を最初に記すこととす る。
〔須田本家文書の[年貢]の再整理結果〕
年貢取付 永山村(正保2～正徳5年)69点
牛堀村(正保2～正徳2年)65点
永山村新田(正 保2～ 明暦31#')13点
牛堀村新田(万治1・2年)2点
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年貢受取 永山村(寛永7～正徳1年)16点
牛堀村(寛永9～ 正徳1年)15点
永山 ・牛堀両村(寛永6～正徳5年)43点
永山村新田(慶安2年)1点
夫金受取 永111村(正保4年)1点
牛堀村(正保4・慶安3年)2点
永11」・牛堀両村(明 暦2～ 万治3年)4点
藁縄受取 永山村(慶安3年)1点
牛堀村(慶安3年)1点
永山 ・牛堀両村(慶安1～万治3年)7点
野銭受取 永山村(慶安3年)1点
永山 ・牛堀両村(寛 永19・20年)2点
舟投金受取 牛堀村(寛永7～正保4年)10点
鳥札役銭受取 牛堀村(寛永19・20年)3点
断簡26点 以上
年貢取付から鳥札役銭受取にいたる合計は256点となるが,断簡から牛堀村の年貢取付1点(宝 永
2年), 永 山 ・牛堀両村の年貢受取4点(延 宝5・ 元禄16・宝永2・ 同3年)を 復元するこ とがで き
た ので, 須 田本家文書の年貢取付や受取類の総点数は261点となる。最 も古いのは,寛 永6年 の 「巳
ノ年畠方金子納車」 と記された永山 ・牛堀両村の年貢の受取で,年号の下限は正徳5年 の年貢取付
と受取である。上記の整理をみると,年貢取付は永山村については正保2年から正徳5年 にいたる
71年の うち69点が残されてお り,残 存状況は牛堀村 もほぼ 同様である。永山 ・牛堀両村 ともに16世
紀中ごろから17世紀初頭にいたる年貢取付はほぼ揃って残存 してることがわかる。年貢受取は年貢
取付 に比 して古い もの が残されているが,寛 永年号 の受取 類が全体で39点も残存 してい る。永山 ・
牛堀両村の寛永年号の年貢受取類は高倉胤明 「田制考証」(文化10年。r近世地方経済史料』第8巻
所収)に工4点収載 されているが,そ れ らはすべて残存 していることが確認で きた。残存する年貢受
取類からすれば万治年間までは夫金 ・藁縄のほか野銭 ・舟役金 ・鳥札役銭など浮役と称される年貢の
'
受取も正租の受取 とは別個に発給されていたことがわかるが,永山 ・牛堀両村を一括 した年貢受取が
発給されたのは須田家が両村の庄屋を兼帯 していたためで,年貢納入が済ん牽ことを示す受取は両村
一括の もので も問題が生 じなかったか らであ ろうか。
水戸藩の年貢については既に茨城県史(r茨城県史』近世編,r茨城県史料』近世社会経済N)は
じめ多 くの市町村史(水 戸市史 ・勝田市史 ・常陸太田市史 ・里美村 史 ・大子町史 ・那珂町史な ど)で
検討が加えられているが,南領の永山 ・牛堀両村の場合ではどうであろうか。正和について年貢取付
と受取か ら概観 し,以下,夫 金 ・藁縄 ・野銭 ・舟役金 ・鳥札役銭の順 にその受取 の内容をみることと
す る。
正積 正租二田畑年貢のほか,夫金 ・藁縄や浮役そして水戸藩独特な畑年貢の徴収方法である三雑
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穀制などからなる水戸藩の年貢制度は,寛永期に成立 したとされている。寛永期には寛永18年に領
内総検地が施行されているが,正租に関 し,ここでは寛永検地による両村の年貢負担額の変化はどう
か,三 雑穀制の成立については どうか,年 貢取付の年貢額 と受取の年貢額 とは どうなっているか,新
田とその年貢は どうか,という視点から年貢取付と受取の内容を紹介することとし,正保2年以降
正徳5年 にわた って残 ってい る取付 については,年 貢率な どを末尾に表示 してそのデー タを紹介す
るこ とと したい。
先ず,寛永検地による年貢負担額の変化についてみよう。寛永検地以前の受取で両肘個々の年貢負
担額 を示 している受取か ら,永 山村 に関 しては寛永11年・同13年・同14年・同15年・同16年・同17
年の6カ年の,牛堀村に関しても同じ6カ年の年貢負担額を知り得る。その6カ年を平均 して寛永
検地以前の両村の年貢負担額を掲げ,検地後の寛永19年の年貢負担額を掲げると次のごとくである0
[6カ年平均][寛 永19年]
永山村 田126.942石 田141.197石
金27両2分X540文 金31両3分497文
牛堀村 田45.583石 田55.116石
金8両X970文 金10両1分160文
(金は畑方代方金 と雑穀代金の合計。1分 ・=鍵1000文で計算。
口米 ・口銭記載のあ るものはそれを除 いた)
田方の負担額は納升で,納升は有高に年貢率を乗 じた取米に日米を加えた額とされるが,受取には
「右之外」 として 日米 ・口銭 を記 すもの とまった く記 していないもの とがあ る。 口米を記 していない
ものの納升の額には口米が含まれるか否か不明で厳密を期せないが,上記によれば,寛永検地をはさ
んで永 山村の田方 ではそ;れまでの11%,畑方では15%,牛堀村の田方ではそれまでの21%,畑方 で
は25%の増徴が認められる。
両村の年貢負担額の上記金納額は畑方代方金と雑穀代金の合計であるが,雑穀の内容は寛永11年
・同13年・同14年では大豆 ・稗 ・荏 となっているのに,寛 永15年以降の ものには大豆 ・稗 ・荏のほ
かに大麦 ・小麦 ・胡麻 ・小豆 もみ ら;れ,寛永検地以前 には三雑穀制は採 られていない。三雑穀制の成
立に関しては正保元年 とされていたものを(桃践斎『税法私考』,『日本農民史料聚粋』第11巻所収),
最近では那珂郡鳥子村の 「年貢割付」からその成立が検地の翌寛永19年であることが確認されてい
る(『茨城県史料』近世社会経済編N)。永 山 ・牛堀 両肘 では,寛 永19年の年貢取付が残存 しないの
でそ;れを再確認することはできないが,両村の寛永19年と同20年の年貢受取の畑方は畑方代方金 と
大豆 ・稗 ・荏の三雑穀からなっており,残存する年貢取付のうち最も古い正保2年の取付では畑方
高100石にっき大豆5石,稗3石(正 保4年 は1石,慶 安元年は2石),荏1.2石の割合で徴収する三
雑穀制が採られているのを確認することができる。
寛永検地に よって確定 された村高は永山村 が612.547石,牛堀村が237.119石で,永 山村 には本田
のほか下 田のみ25.032石の新田が掌握 さ=れている。寛永検地以降年貢は村高を基準に賦課されるわけ
だが,年 貢取付の冒頭に示され る村高(=『 田畑屋敷共』)は正保4年 か らは永山村では5.77石,牛
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堀村では1.235石の寺領を除いた高が記載 されている。年 貢取付 と受取の年貢額 を取付 ・受取双方が
残 っている永 山村の慶安元年度分についてみると,大 場 景明 「農政纂要」(『日本経済大典』第14巻
所収)に 記さ;れた年貢算法 を当てはめれば,村 高か ら地代 ・土手代な どを引いた田畑別の有高(厳 密
ではないが, この語を用いておく)から米納年貢額(田有高×年貢率+口米)と三雑穀の年貢額(畑
有高×定法の割合)は算出できるが,畑代方金の計算は合わないようである。慶安元年度分の永山村
の取付と受取の年貢額を略記すると以下のごとくである。
[取付] [受取]
田(有 高) 356.899石4ッ1ト 米150.719石 本 途 口永共納 升
畑(有 高) 242.472石3ッ7ト但2石5斗 代 金32両2分261文 本途 口永共納升
畑方100石工付金ノ内二而可納雑石 ノ積 り並値:投 金6両271文 納升
大豆5石 納升 金1両 二付4石5斗 代 大豆12.124石 納升
稗2石 同升 金1両 二付5石6斗 代 稗4.850石 納升
荏 1石2斗 同升 金1両 二付3石3斗 代 荏2.910石 納升
5
年貢受取には田有高に年貢率を乗じて3%の 日米を加えた米納年貢額も畑有高に定法の割合を乗
じた三雑穀の年貢額もその額は 「納升」とされている。三雑穀の納入方法は 「出来秋の直段銭き時に
代方金の内にて御 買上げ,来 春に至 り直段貴 くな りたる時真直段にて納め さす」(『税法私考』)とさ
れ,三雑穀切返 し法と言われる。年貢取付に明記された額より実際の農民負担額は増加することとな
るが,更 に2割 の延 も加算 される。 苛法 とされる所以であるが,受 取 に記されている納升の額は実
際の負担額ではなく,年貢の受取であるのに年貢受取からは年貢負担額の実態は明らかにできないよ
うである (残存する両村の寛永検地以降の本田の受取53点中49点の各年貢額は上記のごとく納升の
額が記入されている)。
永 山村では寛永検地 によって25.032石の新 田が掌握 されていることは記 した。永山村の年貢取付の
なかには本田 とは別に正保2年 から万治2年 までの新 田の年貢取付15点があるが,そ の高をみ ると
明暦3年 までのものは寛永検地の新田高と同 じであるが,それ以降は年々改出されたわずかな新田
が寛永検地の新 田高に加 え られている。他方,六 出の年貢取付 をみ ると明暦2年 の ものか ら本田 と
寛永検地時の新出以外の新開の記載が付加され,万治3年からは寛永検地時とそれ以降の新出高を
'
合わせた高が記載 されてい る。万治3年 にそれまで別 々に発給 されていた本 田 と新 田の取付が両者
を合わせた取付 に統一一一されたのであろ う。 明暦2年 以降の新田の年貢率な どについては後 に表を掲
げ るので, ここでは新 田の取付 によって明暦3年 までの新 田の年貢率 を記 す と,慶 安4年 までは1
ッか ら1ッ4 トとな って い るが,・承応 元年 か ら1ッ5ト か ら1ッ9ト とそ の率 は上 が ってい る。
夫金 正保4年 から万治3年 にいたる間の計7点 の夫金の受取が残っているが,表題は 「納亥之
夫金之事」 とか単 に 「納金子之事」 となっている。水戸藩の延宝6年 以前の夫金は高100石に金1両
の割合で賦課されたとされるが(r税法私考』),両村の夫金の受取にはすべて 「高百石二付金壱両之
積 り」のごと く記 され,そ の賦課方法は領 内他村 と同 じである。負担額は永 山村が6両 余,牛 堀村
が2両1分 余 となっているが,金 と鍮 との換算比率の変化に応 じてその額はわずかずつ相違 してい
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る 。
夫金 ・藁縄のほか浮役は年貢取付には記載はないが,夫金 ・藁縄と浮役は年貢受取には正和ととも
に記載されるようになる。夫金 ・藁縄 と浮役が年貢受取に記載される時期をみると,残存する受取の
範囲内では永山村の慶安2年の受取ほかにも夫金の記載があるが,それが恒常的になるのは寛文11
年12月か らとな ってお り,そ の年の年貢受取 からは夫金 ・藁縄 ・諸浮役それに種貸利米が合わせて
記載 されている(浮 役は牛堀村のみ)。夫金は延宝6年 か ら100石2両掛か りに改め られることが指
摘 されているが(同 前),残存する年貢受取 でも延宝6年 以降永山村が12両余,牛 堀村 が4両2分 余
とともに大金負担額は倍増 している。
藁縄 慶安元年から万治3年 にいたる間の計9点の受取が残っているが,表題は 「納丑之縄藁之
事」のごとくであ り,明暦2年 以降は 「覚」 とのみ記 され ている。縄藁は水戸藩では,縄 が高100石
に付 き50尋たがみ30房,藁は田高100石に付'き1束5尺結X120束が定め とされるが,両 村の場合 も
同 じであ る。受取 にみる実際の負担額は縄については永山村が182房(理由は不明だが,元 禄8年 か
ら183房),牛堀村が71房で固定 しているが,藁 は永山村 について宝 永5年 にいた る永山村のみの受
取 か らその負担額をみる と,最 高435束:(延宝4・ 天和3・ 貞享1年),最 低237房(元禄1年)で,
動 きが認められる。藁は田高を基準に賦課されているからであ る。
野鏡 野銭についての受取は寛永19年と同20年の永山 ・牛堀両村への受取2点 と慶安3年 の永山
村への受取1点 が残 されているのみであ る。賦課基準は不明だが,受 取 に記 された負担額は,寛 永
末年の2点 が ともに野銭金1分X845文と口銭X55文,慶安3年 の永山村の受取が野銭金1分 ・口銭
30文と束(カ)払X70文 であ る。宛名は前者が 「牛ほ り ・長山村源之丞」,後者は 「永山村庄屋」 と
な って い る。
須田家文書の年貢受取類のなかには,他の年貢受取類 と時代の離れた文政9年 と同11年の 「覚」
という表題の両村の諸浮役の受取がある。それによると諸浮役の内容は薄野銭 ・船役銭 ・山野銭 ・竹
払 ・束払(=枯 木払力)・ 網代運上 ・鳥運上 とな っている。永山村の年貢受取 に浮役の記載がないの
が矛盾するが,寛文11年以降近世後期にいたる牛堀村の野銭の受取は浮役に統合されているのであ
ろ うか。
舟投金 舟投金の受取は牛堀村への受取のみであるが,寛永7年 から正保4年 までの10点が残さ
れ,う ち寛永11年までの5点 は 「田制考証」 に収載されている。牛堀村は霞 ヶ浦48津の一つ に数え
られている村落であるので,そ の舟の種類 と数,及 び,舟 役金の賦課基準についてまとめ ると以下の
ご と くであ る。
寛永7年 小舟2艘1艘 に付き鍵200文
(中略)
寛永11年 本小舟2艘1艘 に付 き鍵240文.
草か り舟1艘X120文 以上のほか[1銭18文
寛永12・同13年(同 前)
寛永19年本小舟2艘1艘 に付き鍵3GO文
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草か り舟4艘1艘 に付き'240文 以上のほか 口銭42文
寛永20年本小舟2艘1艘iに 付 きX340文
草か り舟5艘1艘 に付 きX240文 以上のほか 口銭42文
正保4年 中鵜海(飼)2艘1艘 に付き金1分
本役小舟2艘1艘 に付きX340文
草かり小舟7艘1艘 に付きX200文
中高瀬2艘 亥之年作り当御役御免
中小高瀬1艘 亥ノ霜月貸舟当御役御免
草かり小舟1艘 亥之年作り当御役御免 以上のほか口銭124文
上記によれば,寛永18年の水戸藩領内検地の翌年には舟役金の賦課基準も引 き上げら;れているこ
と,正保4年 には舟数も15艘とそれまでの倍以上も増加 し,舟の種類も鵜飼舟や貨客を運送する高
瀬舟などが増加 しているこ とが理解され る。
鳥札役銭 これも牛堀村の みの受取 だが,牛 堀村は寛永18年・同19年・同20年にそれぞれ鳥札1
」
枚の役銭X700文を負担 している。先 に掲げた[年貢]の再整理 に2カ 年なの に3点 受取があ るのは,
寛永20年に同年 と前年の受取が発給されたためである。
以 上, 正親に続けて夫金 ・藁縄 ・野銭 ・舟役金 ・鳥札役銭の順 に,残 存す る永山 ・牛堀両村の年貢
取付と受取類の概要を紹介してきた。年貢取付と受取額には新開の状況や池 ・溜井など水利の状況な
どの村 に関する情報 も入っている。それについてほ とん ど触れ られなかった し,ま た,須 田家新宅文
書のなかには享保以降の年貢割付帳や小割付帳なども比較的まとまって残っている(文部省史料館r史
料館所蔵史料 月録』第19集)。本稿ではそれ らについて も検討は加 えられなかった。今後 さらに検討
の深化をはかりたいが,最後に両肘の年貢取付から年貢率や三雑穀値段などについて整理 した表を掲
げ よ う。 寛永検地による村高についてはすでに掲げたが,その後の村高の変化を記すと永山村では正
保4年606,777石,延宝4年607.590石,元禄7年608.631石,元禄15年609.191石,牛堀 村 では 正 保
4年235.884石,延宝元年235.977石と変化 している。取付の宛名は 「庄屋 ・組頭 ・惣百姓中」 とあ る
のがほ とん どである。 また,表 中の三雑穀値段 は1両 当た りの元値段 であ り,新 田は取付 に 「右之
外新田」な どと記載されているものである。
9
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表L永 山村年貢取付(以 下の表中の高の単位はr石』)
一r
三 雑 穀{遵 段
年 ・月 ・t. 表 題 田有高 田年貢率 煩有高 畑年貢率 大 豆 稗 荏
差 出 人 史料番号
正保2・9・18 酉ノ御年貢可納取付之箏 338,3954つ2卜 242,0223っ7卜 4石6斗代 12百代 2石9斗代 三野半左後門・矢吹五左衛門 年3一 至
正保3・10・12戎ノ御年貢可納}餅f 357,0274つ2ト 242,0223つ6卜 5石段 20石段 4石4斗代 三野半左衛門・矢吹五左衛門 年3-3
正保4・10・26亥御年貢可鞘取f: 251,497aつ2ト 242.47P3つ6F 3石5斗代 8百代 2石8斗代 三野半左衛門・矢吹五左衛門 年3-5
慶安1・10・12子御年貢可繕取付之李 356,8999つ1卜 212,#723つ7卜 4Ti5斗代 5百6斗代 3石3斗代
・
三野半左衛門・矢吹五左衛門 年3-13
慶安2・10・18丑御年∫阿 納取付之事 357.O〃aつ1F 292,9723つi卜 5百2斗代 11五代 4石代 三野半左衛門・矢吹五左衛門 年3-15
漬 麦3・ 董0・is賞詞年貢可納取付定事 357,0274つ1卜 242..!723っFト 4石伏 8石代 3石伏 三野半左衛門・矢吹五左衛門 年3-17
慶安4・1D・7 卯御年貢可納取付之事 357,0274つ2卜 242,4r23っ9r a石伏 7石伏 3石2斗代 三野半左衛門・矢吹五左衛門 年3-19
承応1・10・18辰毎年貢可納取付之事 342,9284つ3e 242,4723つ8ト 3百代 6石8斗代 2石4斗民 三野半左衛門・梶 吉左衛門 年3-37
承応2・10・5 巳御年貢可納取付之事 357,02了4つe卜 2424τ23っ9卜 3石伏 6石8斗代 3百代 三野半左箭門・髭 吉左衛門 年3-39
承応3・10・3 午卸年貢刺継取付之事 357,027aつ7卜 242,4724つ 3石2斗代 6石8斗代 3石2斗代 三野半左衛門・梶 吉左衛門 年341
現 暦1・ 量0・25未御年貢可納取付之事 271,1104つ7t 242A723っ9卜 3石伏 5石8斗代 2石8斗代 三野半左衛門・梶 吉左衛門 年4-i
明暦2・10・18中之御年貢可納騒f之事 364,3054つ8ト 242,4734っi卜 3石6斗代 4石伏 3石伏 中野藤左衛門・梶 吉左衛門 年4-2
閲歴3・10・28酉之毎年貢可納取付之事 350,086aつ9F 242,4724っ2F 3石E斗代 6石代 3石2斗代 中野藻左衛門・梶 音左衛門 年4-5
万治141・2 伐之御年貢可納取付之事 345,1↓{5つ2ト z42.4724っ3卜 3石伏 4石6斗代 2石2斗代 中野藤左衝門 年5-i
万治2・10・2了 亥之御年貢可納取付之事.一 36!.8335つ3ト 242,4734つ3卜 2石apit 3石6斗代 1石8斗代 中野藪左衛門 年5-1
万 治3・1重 ・3 子之舞年貢可縮取付之事 359,7963つ2卜 240,9604つ 2斗5升代 1石8斗代 1石1斗2升代 鈴木彦四郎 年5-5
寛文1.10.18丑之御年貢可納取付定事 364,3055つ3E一 242,4724っ3F 2石6斗代 4石2斗帳 2石4斗代 鈴木彦四郎 年5-15
寛 文2.11・15 寅芝蘭年貢可納取付事 363,1975つ3ト 242,4724っ3F 1石9斗代 5百代 1石8斗代 三宅十右衛門 年5-16
寛文3・lo砺 卯之鋒年貢可繕取付之事 301.$275つ2卜 242,4724っ1ト 1石4斗5升代
「 「
3石1斗8升代 重石1斗3升 代 三宅十右衛門 年5-17一
寛文4・10・28辰之御年貢可納取付之事 355,9695つ3F 242,472aつ3卜 2石1斗代 4石6斗代 2百代 三宅卜古徳門 年5-L8
寛文5・10・28巳御年貢可納取付之事 334,0725つ3ト 242.47.4っaト 2石代 3石6斗代 1石8斗/f 三宅十君徳門 年5-19
寛文6・10・27午之御年貢可納取付事 362,4925つ4卜 242,4?24っ5F 2石1斗{t 3石8斗代 1石9斗代 三宅十右衛門 年5-20
寛文7・10・25未之御年貢可納取付事 362,492sつ5F 242,4724つ7ト i石7斗代 3石代 1石2斗代 三宅十右衛門 年5・21
寛文8・10・26中之御年貢可納取付之事 318,5755つ4ト 242.97Faつ2卜 1石2斗代 2石4斗代 玉石8升代 三宅十右衛門 年5-2e
寛 文9・ 閏10・28酉之御年貢可納取付之事 318,5555つ4F 292,4724つ7F 1石6斗代 3石f斗8升 代 1石5斗6升代 岡見弥次右衛門外3名 年5-23
寛文1041・IO戌碑年貢可納取付之事 319,0215つ4F 242,4724つ7F 1石8斗8升代 4石8斗代 1石3斗6升代 平賀勘右衛門 〔前年の1#5 年5-2d
寛文1MO・26 亥御年貢可納取付之事 328,6195つ4ト 242,472aっ4卜 2石1斗代 妬2斗 代 1石6斗民 平賀剛席門 年5-2;
寛文12・10.27子飼年貢可納取付事 352,8305つ4卜 242,4724っ3卜 2石4斗代 4石1斗代 1石6斗r 平賀勘右衛門 年5-26
延宝1・10-28五徳年貢可納取付之事 342,8995つ4ト 242,4724っ8F 1石6斗代 4石6斗代 1石2斗代 平賀勘右衛門・同 勘卜郎 年6-8
延宝2・10・28寅御年貢可納取付事 343,6365つ 亘卜 242,4724つ4ト 1石5斗代 4百代 1石6斗代 平賀勘右衛門 ・平賀勘・1'郎年6-9
延宝3・10・17卯御年貢可納取付之事 362.49i5つ1卜 242,472aっ6ト 1石6斗r' 3石8斗代 玉石6斗代 平賀勘右衛門・平賀勘十郎 年6・10
延宝4.1027 辰御年貢可結取付事 351,7295つ2卜 2432049っ5r 1石4斗代 3石9斗代 1石2斗代 平賀勘十郎 ・平賀勘右衛門 年s-11
延宝5・10・28E'御年貢可融取付之事 343,3455つ2F 243、20!4っ6ト 1石7斗代 5石伏 1石4斗代 平賀勘十郎・平賀鶯右衛門
延宝6-10.16午御年酬 納取付事 348,9425つ3ト 243,204っ6卜 1石9斗2升代 5石2身代 t石4斗代 平賀勘卜郎 ・平賀勘右衛門
年6一12
年6-13
延宝7・10・25未舞年貢At納取付事 352,6755つ3卜 243.26a4っ6卜 1石8斗5升代 4百代 L石7斗9升 代 平賀勘十郎 年6-14
延宝8・10・17申御年貢可納取付車 343.48(14っ8卜 243.204っ31・ 1石8斗2升代 3石2斗代 i石8斗代 平賀勘十躯 年6-15
天和 卜10・晦 酉飼年貢可納取付之事 316.9x34つ7r 2432044っ2ト 1石4斗代 2石2身代 t石2斗代 平賀勘卜郎 年7-6
天和2・10.26
・
演算年貢可縞]鮒事 362,5734つ9F 243,204aっ4卜 聖石5斗2升 代 5石4斗代 1石7斗2升代 塀和庄兵衛 年7-7
天和3.10・18亥御年貢可納取付事 362,1235つ 243,2049つ4卜 置石9斗2升re5石2斗代 h石5斗6升代 堪和庄兵衛 年7-8
貞享140・20 子御年貢可納取付事 343,7835つ 243,204aっ4t 2石2斗8升 代 5石6斗代 1石8身代 堪和庄兵衛 年f-2
貞享2・ 亙0・25丑斑年貢可納取附事 3132064つ9卜 243.20aつ3卜 2石3斗代 5石8斗代 1石9斗2升代 平戸才兵衛 年8-3
貞享3・10・ 曽 寅御年貢可納取附事 300,ODO4つ9F 243,204aっ4卜 2石4斗代 6石代 2石代 鮎沢伊太夫 年8・4
貞享4・10・29卯飼年貢可納取附之事 19..174つ8ト 243.20)9つ3F 拓4普 代 5石4斗代 1石7尋代 鮎沢伊太夫 年8-5
元禄i・is・29辰衡年貢可繕取晴之事 308,4284つ 【 一 239,004*重4っ4ト i石8斗5升代 4石7斗代 1石4斗代 鯖沢伊太夫 年S-1
元禄2.1030 巳御年貢可納取附事 314,6824つ8卜 24320塁9っ4F 2石L斗6升代 6百代 1石3斗代 鮎沢伊太夫 年9-2
元禄3.19.30午御年貢可納取附之事 306,651sつ8卜 243.20'9っa卜 z石5斗代 7石2斗代 2石伏 鮎沢伊太夫 年9-3
元禄4.10.24末御年貢可縫取け事 339,6924っ8卜 2932044つA卜 2石2斗代 6石8半値 1石4斗8升代 鮎沢伊太夫
一」
年C-4
元録5.10・ 中鐸年貢可納取用事 334,豆284つ?h 2h3.2094っ4卜 2石5斗7升 代 6石2斗代 2石2斗4升 代 鮎沢伊太夫 年9一;
元譲 国0・ 西御年貢可納取的箏 273,5964つ7F 243,2044っ3i 2石5斗2升 7石2斗8升代 2石4斗 鮎沢伊太夫 年9-6
元禄7・10・ 践鐸年貢可納取付之事 363,6144つ9卜 243,204aつ4卜 2石G斗 7石2斗 1石8斗4升 鮎択伊太夫 年9-7
元録8・10・ 亥衙年貢可納取付之事 354.o?s4つ9ト 243.20104っ4卜 2石3斗代 6石伏 1石6斗代 鮎沢伊太夫 年S8
元禄9.10.30子御年貢可納取附之事 350,550
一
4つ9ト 2132044っ2ト 1石7斗倫 5石f奄 1石8斗口}代鮎沢β…太夫 ・年9-9
元禄1040・18 }醗年貢可紹取附之事 355,Ol55つ 243,2044っ4卜 2石1斗R 4石4斗代 1石7斗6升代 鮎沢伊太夫 年9-10
元禄1… ・10・29寅飼年貢可緬取附事 348,4785つ 24,,2049っ2卜 1石5斗3升代 3百代 1石3斗代 鮎沢伊太夫 年9-11
元禄12.10.3(卯御年貢可納取附之事 352,3895つ1卜 24320=.aっ3r 1石4斗5升代 2石5斗代 1石2斗代 鮎沢炉太夫 年12-1
元標13・10・29 辰御年貢可納取附之帯 360,9665つ2卜 24320,dつ3ト 1石4斗2升代 3百代 1石代 鮎沢伊太夫 年重2-2
元録14・10・ お 巳擁年貢可納取附之砦 351,2945つ2F 243.20'.4つ3F 1石4斗2升代 3石6斗代 1石3斗代 鮎沢伊太夫 biz一
元禄]5.10.2'午飾年貢可納取附之事 351,7405つ3卜 2!3.76;aっ4卜 1石8斗代 4百代 互石6斗代 三宅十衛門 年IL-a
元禄16・10・21未御年貢可納取附之事 2了82655つ4卜 243.7s=4っ1卜 1石8斗4升代 5百代 1石6斗2升 代 曳山杢徳門 年12-5
宝永 韮・10・ 中郷年貢可納取付之夢 29a.41Esつ5卜 243.76'aつaト 1石7斗6升 1石4斗8升 1石6斗9升 奥山杢右衛門 年13-1
宝永3・10・ 灰御年貢可納取付之事 359,7895つ5ト 243,764っ6卜 2石2斗 6石4斗 t石8斗4升 奥山杢衛門 年19-e
宝永 ・4.10・30 亥鐸年貢可納取附事 203.40皇5つ5ト 243,764aつ3h 2石1斗代 6石8斗代 2百代 清水仁右衛門 %(1=一3
宝永s・10・ 子御年貢可納割付之事 288,3635つ5卜 243,i& _紐 皇石4斗se 4石5斗代 正看3斗 代 清水仁葎i門 年14-a
宝永6・10・ 1獅年貢可納取附之事 3023345つ5卜 243,?64つ6卜 1石5斗代 6石伏 1石5斗代 原 忠衛門 年14-5
宝永7・10.13寅御年貢可納取附之事 360,3795つ6ト 243,764っ5F 2石代 6石伏 i石4斗1ミ 加治傅兵衛 年14-6
正徳i・10・ 董3卯御年貢可納取附事 360,9255つ6F 243,764つ6h 2石代 7万代 1石5斗4升 代 加治徳兵衛 年17一董
正徳2.10・26辰御年貢可網取附之事 347,2965つ6卜 243,7644っ5卜 2石5斗代 7石伏 且石5斗 代 加治薗兵衛 年17-2
正徳4・10・ 午御年貢可納取附之事 355,8]85つ6ト 24;.7644つ3F 1石2身代 3石6斗代 8斗4升代 加治傳兵衛 年14-1i
正徳5・10・ 末孫年貢可縞取附之事 360,3755つ6卜 243,764aつ5r 1石5斗代 5百代 1石3斗代 加治傳兵衛 HIS1
注*Lこ の ほか 「畑.,zoo石,水押半 毛2つ2ト 」 があ る。
*2.「1石二永215文」 とある。
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表2,永 山村年貢取付(新 田)
年 ・月 ・日 高(田 臭〉 田 有 高 田年貢率 畠{i高 畠年貢率 史料怒号
承応3・ 里0・3 有高の外見取X2.9SO三ケ所定溜ノ内作付之分 2,940 一 一 『 年3-41
明暦2・10・18 4.615新開巳二改革ヨリ高二組 4,275 1つaト 0.3#0 3つ 年4-3 一
明暦3・10・28 a.615 is了5 1つ7ト 0,340 3つ 年a-5
万治3・U・3 43.284田11紹9畠2.098子ノ改出し入 25,691 且つ8ト 0.3SO一 3つ 年5-5
寛文1・10・18 d3.2&内田a.275畠0.340丑ヨリ改出し入 40,846
冒,・ 一一
1つ8卜 2,438 3つ x-5-14
寛 文2・11・15 44.46E内冊1,185寅二歌 人 44.031内i.185寅ヨリ入 3つ8ト 2,438 3つ1ト 年5-15
「 ・
寛 文3・10・ 晦
冒 曜 「
4墨,469 42,031
胃 「 一
1つ8卜 2.3E 3つ 年5-if
寛文4・10・28 49.46 42A31 1つ9卜 3っ1r 年5-17
寛文5・10・28 44,469 42.03i 1つ9卜
2,438
...一..一一
z.438 3つ2ト 年5一18一
寛文6・10・27 44,465 42,031 2つ1F 3つ2ト 年5-19
寛 文 了・10・25
一一
44,469 42,031
冒
2っ2i
2,438
「「 一一 」
2,438 3つ3ト 年5-20
寛文8.70・26 44,469 92.03' 2っ2ト
「一丁「「一 「「 曹
2,438 3つ 年5-21
寛文9・閏10・28 49.4b! 42,031 2,938一一 3っ3ト 年5-22
寛 文 韮0・11・10
「㎜
44,459 42,03置
2つ2卜
「皿 「「「 ・一
2っ2ト 2,438 3っ3ト 5-23
寛文11・10・26 94,465 42,031 2っ2卜 2,438 3っ3ト 年5-29
寛文12.10-27
冒 　 皿 ・・
4婁,469 42,031 2つ3卜
}「 冒 「
2,938 3つ3卜 年5-25
延宝1・10・28 45.&1内田1.248畠O.08了当丑改 入 43,279 2つ3卜 3っa卜 年6.8
延宝2・10・28
「・L一 一 」一
45.so; 43.27!
「 「
2つ1卜
2,525
冒 「 一・」幽 一一一一」齢 」
2,525 3つ2E 年6-9
延宝3・10・17 45.8Q. 43,279 2つ1卜 3っ2F 年s-u
延宝4・10・27
「}
45,801. 43,279 2つ1卜
2,525
　 一 　 「 一 一 冒 「 「.一
2,525 3つ2t 年6-11
延宝5・ID・28 43.279` 2つ1h 3っ2E 年613
延宝6・10・16
45,8Q
　 「冑 「 一 一一 ・
45.8〔u 43,279
「 智 冒 一
2っ2卜
2,525
一 」一 」
2,525 3つ3卜 年e-13
延宝71C・25 50.080内田3.555畠O.721 46.331内3.555[.改入 2っ3卜
冒 「噌 π旧
3.246内0.72瑚改 入 3つ3ト 年s-t=
延宝8・10・1τ 5D,OSO 44.7i9 量つ9ト 3246 3つ1ト 年6-15
皿 胃 」一画
天和1.1(・ 晦 5D,OSO
「 冒 「 一
41,248 1っ9卜 3,246 3つ1卜 年7-6
天和2.10-2E SO,OSO 46,831 2つ 3,246 3つ2卜 年7-7
▼　 「 冒
天和3・10・18 50,030
一 胃 一 一 「一 一 ・
46,834 2つ1卜 3246 3っ2卜 年7・・8
点享1・10・20 50,080 46,834 2つt卜
」一 「
3246 3つ2卜 年8-2」一 一一 」
責享2・10・25
}}一 一 一一
50,OSO 46,334 2つ 3,246
冒「
3っ 重 卜 年8・3
貞享3-10-21 50,080 46,831 2つ1卜 3.zap 3つ2卜 年8-a
貞享4・10・29
一 一
50,080 46,831 2つlh 3,246
一 ▼「」一.一 一 一
3つ1t 年8-5一
元禄1・10・29 52,339 3S,!22 2つ
冒皿
3,246
「 「 「 一 一
3っ2卜 年9-1
「一 一一 幽
元禄2.10.3(
3・10・30
52,339 47,902 3.2#6
一 」
3つ21 年9-2
}「 冒}
元禄 52,339 3ア,6且8
2つ
㎜ 「 ・ 一
2っ2卜 3,246 3っ2卜 年9-3
元禄4.1(・24
騨騨冒
52,339 99,093 2っ1ト 3,246 3っ2卜 年y_,,
一 」一 ・
元禄5・10・
一
52339
　「 ・・ 「
49,093 2つ 3,246 3っ2卜 年9-5
元禄6.10 52,339
'
38,245 2つ
幽一 「L「 一 ・一 一
3,246 3っ1卜 年9-6
元禄7・10・
「 ㎜ 一 噌 「「 一一 」一 冒「
51,293 48,052 3,246
「 」一 」 一
3,246
3つ1卜 年9・7π
元録8・10・ 51,298 44.4衡一
2つ
　 一 冒 「」一
2つ1r
」一一 「 ・一 一・ 一 「 冒
3つ1卜 年9-8
元禄9・10・30
㎜ 「 一 「 齢一 」 ・一 「 一
5豊,298 2っ1} 3.24E 3つ
・ 「冒
元禄10・10・18
「
5L298
36.97&
一,}一 一 一一
48,052 2っ2ト 3.24E 3っ1卜
年9-9
一 一 一」
年9-lo
元禄1レ10・29
曽・一 一
51,29S 38,938 2つ2卜 3246 3つ 年C-it
一 冒 」 一皿 冒
元禄12・10・30
「π 冒 「 ・一 」「 「
51,298 38.26? 2っ3ト 3,246 3っ1ト
ー 」 年is-1
元禄13.10.25 51,298
一・}「 一一 ・
45,925 2っ4卜 3つiF 年{e-2
τ 「「 一」
元 録14・10・28
一 」
51,298 36,958 2つ4卜
3246
四 「「 ㎜ 「冒
3.2≦6
胃冒 噌『
3つ1ト 年F23
元禄15・10・21
・
51,298 48,052 2つ5卜 3,246 3っ玉ト
■「 一
元録1640・21
「
51,293 48,052 2つ6r 3,245 3つ1F
年12-a
「 「冒・ 「 「 一 一 「
年12-5
宝永1・10・
冒・・ 」一 冒一一 「胃 一 」一 ㎜
51,298 36,26S 3つ1ト .... 一.一..一年i.一1一一.}冒 一一}..一
宝永3・10・ 51,248 48,052
2つ6ト ー.一一.一..
Lつ8卜
3.21E
一一..一..
3.24i 3つIF 年14-2
宝永4・10・30 5且.29: 48,052 2っ8E 3,241 3つ3ト 年u-3
宝 永i・to・ 58.306内7.00E当子故人 36.36納6324当子故人 Lつ8t 3.931内0.68硝子故人 1石二永190文 年is4
宝永6・10・ 58,306 55.37E 2っ8ト 3,931 3っ 且 ト 年 且a-5
宝 永7・ 董0・13 58,306 5≦376 2つ8t 3,431 3つ1ト 年 且4-s
正徳1.10.13 58,306 5霊,376 2っ8卜 3,930 3っ1ト 年171
正徳2.10.26 58,306 54.37E 2つ8f 3,930 3っ1r 年17-2
正徳4・10・ 53.30E 51.52E 2つ8卜 3930 3つ 年1;一10
正徳5・10一 58,306 42.28;: 2つ8卜 3,930 3つ 年18-1
一10一
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茨城県行方郡牛堀町田須田家文書の検討
表3.牛 堀村年貢取付
三 雑 敷 値 段
年 ・月 ・臼 表 題 瞬f高田年貢率 畑鵬 畑年貢率 大 豆 稗 荏 差 出 人 史料番号
正保2・9・18
丁
酉之御年貢可納取付事 151.16墨aつ2卜 82,8503っ4卜 4石6斗代 12石伏 2石9斗代 三野半左衛門・矢吹五左衛門 年3-7
正保340・12 戎之碑年貢可納取付 152,8744っ2卜 82.8xO3っ2卜 5百代 20石代 a石4斗代 三野半左衛門・矢吹五左衛門 年3-8
正保9・1D・26亥御年貢可納取付 116,652aつ1卜 83.0量03っ2ト 3石5斗代 8石代 2石8斗代 三野半左衛門・矢吹五左衛門 年3-9
慶安1・10・12 子御年貞可結取付之事 150.'1764つ1卜 83,0103っ2ト 4石5斗代 5石6斗代 3石3斗代 三野半左衛門・矢次五左衛門 年3-21「
慶安2・1048 丑i騨貢可約取付之事 ]52,8384っ1ト 83,0103っ4E 5石2斗代 11万代 a石伏 三野半左衝門・矢吹五左衛門 年3-22
慶安3.10.14寅御年貢可納取付之事 152,8384つ1ト 83,0103っ5ト 4石伏 8石代 3石伏 三野半左衛門・矢吹五左循門 年3-23
慶安4・10・7 卯御年貢可紡取fl之事 152,137aつ2ト 83,0藍03っ6卜 4百代 7石代 3石2斗代 三野半左衛門・矢吹五左衛門 年3-29
承応1・10・18 辰栂年貢可納取付定事 i5}.024aつ3ト 83,0且03っ6i 3百代 6石8斗代 2召料 代 三野半左衛門・程 吉左衛門
承応L・10・5 巳御年貢可納取付之事 152,1374っ4卜 83.ono3っ7卜 3石伏 6石8斗代 3石代
一 一 一
三野牛左僑門・梶 音左後門
年3-as
年3・44
承応3・10・3 午御年貢可繕取付之事 50,3124つ7卜 83.O量03っ8卜 3石2斗代 6石8斗代 3石2斗代 三野半左衛門・梶 吉左衛門 年3-45
明署1・10・25未{奪年貢可納取付之事 14D,3294つ7卜 83,0103っ9卜 3石1ヒ 5石8斗it 2石8斗代 三野半左衛門・梶 吉左衛門 年4-7
明暦2・ 串之御年貢可納駈f之事 152,8749つ8F 83,010aっa卜
・
3石6斗代
・
4Tiff 3万代 中野藤左衛門・梶 音左衙門 年4・E
明暦3・ 豊0・28酉之御年貢可納取付之事 152,3829っ9卜 83,OlO4つ2i 3石8斗代 6石伏 3石2斗代 中野藤左衛門・梶 音左衛門 年a-9「
万 治1・11・2 戊之鋒年貢可納取付之事 且43,ODO5つ2r 83.Oio4っ3F 3石伏 4石6斗代 2石2斗代 中野藻左衝門 年4-15
万治2・10・27亥之御年貢可動取付之事 152,8745つ3卜 83,OlOaつ3ト 2石4斗代 3石6斗代 1石8斗代 中野藤左衛門 年4-17
万治3-11・3 子之御年貢打納煎付之事 150,8205つ2卜 82,4364つ取 1石2斗5升代 1石8斗代 1石1斗2升代 鈴木彦四郎 年4-19
寛文14肘8 丑之衡年貢可納取付之事 152,8745つ3F 83,01D
・
aつ3卜 L石6斗代 4石2斗代 2石4斗代 鈴木彦四郎 年5-27
・
寛文2・11・is寅之御年∫祠 納取付之事 152.$745つar 83,0109っ3r 1石9斗代 5石伏 1石8斗代 三宅十右衛門 年5-28
寛文3・10・ 晦 卯之御年貢可納取付之事 139,8975っ4ト 83,0104つi卜 1石4斗研 代 3石1斗8升代 1石翼斗3升代 三宅十右衛門 年5-29
寛文4.10.2E辰之御年貢可納取付之事 150,9775つ3ト 83,0104っ3卜 2{;.斗代 4石6斗代 2石伏 三宅十右衛門 年5-30
寛文5・10・28巳御年貢可納取付之事 150,1225っ5ト 83,0104っa卜 2百代 3石6斗代 1石8斗代 三宅十右衛門 年531
寛文f・so-z
7
午之御年貢可納取付事 152,8745つ7卜 83,0104っ6ト 2石1斗代 3石8斗代 1石9斗代 三宅十右衛門 年5-32
寛文1・10・25未之御年貢可納取付事 152,8795つ7卜 83,OlOaっ8卜 1石7斗代 3百代 1石2斗代 三宅十右衛門 年5-33
寛文8-10.2f中之御年貢可縞取付之事 147,9695っ7ト 83,OlO4つ3卜 1石2斗代 2石4斗代 1石8升代 三宅十右衛門 年5-34
寛文9倒io・28酉之御年貢可納取付事 149,7295つ7卜 83,0104つ8卜 且石6身 代 3石6斗f升 代 1石5斗6升代 小湊喜左衛門外3名 年5-35
寛文10・11.10戌鍛年貢可納取付之事 150,3155つzF 83,010aっf卜 1石8斗8升 代 4石8斗代 1石3斗6升代 平賀助右衛門(蔚年の1名)年5・36
寛文11・1D・26亥御年貢可納取酵芝葺 146,3725つ7卜 83,OlOaつ6r 2石1斗代 4石2斗代 1石6斗代 平賀勘右衛門 年5-37
寛文124① 一27子飼年貢可結取付事 151,0935っ7卜 83,0104つ9ト 2石4斗代 4石1斗代 1石6斗re 平賀勘右衛門 年53E
延宝14θ ・28丑舞年貢可納取付之事 1513195っ7ト 83,103aつ9r 1石6斗代 4石6斗代 1而2斗代 一平賀幾右衛門・同 勘十郎 年7-2
延宝3.1(・17卯御年貢可約取付之事 152.&795っ5r 83,103aつ9卜 i石6斗代 3石8斗代 1石6斗代 平賀勘十郎・平賀勘右衛門 年6-2
延宝 4.10.25辰御年貢可紡取付事
一 　
152.8?45つ5卜 83,103aっ2ト i石4斗代 3石g斗代 1石2斗代 平賀勘十郎・平賀勘右衛門 年6-3
延宝5・1。 ・28巳揮年貢可納取付之事 152,8795つ5r 83,1034つ9卜 1石7斗代 5石伏 1石4斗代 平賀勘十郎・平賀勘右衛門 年6-4
延宝6・1D・16午衙年貢可納取u之事 150,6025っ6ト 83,103aっ9卜 1石9斗2升lt5石2斗代 1石4斗代 平賀勘十郎・平賀踊右衛門 年6・5
延宝7・ID・25未御年貢可縞取付事 152.8Y45っ6卜 83,103aっ9卜 1石8斗5升 代 4百代 1石7斗4升代 平賀勘量郎 年6-6
延宝8・10・17 申御年貢可納取付事 145,6315つ1卜 83.10:eつ6ト
「
1石8斗2升 代 3石2斗代 1石8斗代 平賀勘榔 年6-7
天和1・10・ 晦 酉御年貢可納取付定事 151.015つ 81,64]
・
4っ5卜 1石4斗代
}
2石2斗ft 1石2斗代 平賀勘榔 年7-9
天和2・10・26
一 冒
戎御年貢可紡取付事 152,8745つ1卜 81,691eっ8F 1石5斗2升代 5石4斗.代 1{i斗z3t/f新和庄兵衛 年7-1D
天和3・1048 亥萬年貢可納取付事 152,8745つ2卜 81,6914っ8ト 1石9斗2升 代 5石2斗if {3斗6刑 ミ 瑳和庄兵衝 年7-11一.
貞享1・10・20子蝕年貢可綱取付事 150.88i5っ2ト 81,691aつ8F 2石2斗8升 代 5石6斗it 1石8斗代 塘妊兵衛 年8-6
責享2・10・25丑御年貢可結取附之事 199,8295つ2卜 83.b914つ?r 2石3斗IF 5石8斗代 1石9斗2升代 平戸才兵衛 年8-s「」一 」「
良享3・10・27寅園年貢可納取附之事 14?.0995つ2i 81,691aつ8卜 2石4斗代 6石伏 2石伏 鮎沢俘太夫 年8-8
貞享4.10.29卯獅年貢可納取附事 119.12.5つ2i 81.64'dつzト 2石4斗1忙 5石4斗代 1石7斗代 鮎沢伊太夫 年8・9
元 謀1・10.29
・ 「一
反御年貢可繕取聞事 ]28.9&15つ3ト 75.574*置4つ8卜
一
重石8斗5升 代 4石7斗代 1石4身代 鮎沢伊太夫 etc-r
元録2.10.30巳i購貢可納取附事 134.10.5つ3t 812834っ8卜 2石1斗6升 伐 6百代 1石8斗代
ゴー.
鮎沢伊太夫 年1分一2一
元禄3.10.30午衡年貢可納取耐乏事 量26.6315つ3} 80.94tつ8卜 2石5斗代 7石2斗代 2百代 鮎沢伊太夫 年10-3
元録4・10・24未御年貢即納取附婁 147.235つ3卜 809474つ8F 2石2斗代 6石8斗代 1石4斗8升代 鮎沢伊太夫
}
年10-4
元 禄5・10・ 申侮年貢可納取附事 141,2215つ2ト 80,9474つ8ト 2石5斗7升 代 6石2斗代 2石2斗4升代 鈷沢伊太夫 年10-5曹
元禄6・10・ 西鐸年貢可納取付事 11425(5つ21 80.814っ7卜 2石5斗2升 7石2斗8升 2石4斗 蝕沢伊太夫 年1〔}6 一
元禄7・10・
一
β～御年貢可納取付套 15?.8745っ3ト 80.8i14っ7卜 2石2斗 7石2斗 11i7斗4升 鮎測戸太夫 年10-7
元禄8・10・ 亥之樗年貢可納取付之事 150,1915っ3ト 80.$F4つ7r 2石3斗r 6石伏 1ii6斗代 鮎沢伊太夫 年10-8
元隷9・1D・3①子毎年貢可納取附差事 18.55:つ3ト 8(.$114つ5卜 1石7斗代 5五代 1石8斗1升代 鮎沢伊太夫 年SG-9
元 禄10・10・18 丑御年貢可納取付之事 149,37]5つ4卜 SO,8114っ7ト 2石1斗代 4石4斗代 1石7斗6升代 鮎沢伊太夫 年IO-10
元 裸H・1⑰ ・29
唖
寅鐸年貢可納取附事 148,8305つsト 80,8}14つ5r 1石5斗8升代 3石伏 1石3斗代 鮎沢伊太夫 年!¢一11
元種12・10・30卯霧年貢可納取附之事 117,5645つ4F 80,811
一
4つ6卜 1石4斗5升代 2石5斗to 1石2斗代 鮎沢伊太夫 年10-12
元禄13・10.29辰御年恥 酷 壊附之事 14印,0335つ4卜 80,8114つbト 1石4斗2升代 3石{C 1石代 鯖沢伊太夫 X10-13一
元禄1440・28
一
巳御年貢可納額附之事 143,1355っ4卜 80,811
冒
4つ6卜 i石4斗2升代 3石6斗代 1石3身代 鮎沢伊太夫 年10-14
元禄15・10・21午舞年貢・1納取附之事 140,4805っ5ト 80.814っ7ト i石8斗代 4石代 1石6斗代 三宅十衛門 年10-15
元禄16・10・21
一一
未御年貢司鯖取附差事 117.42E5つ5ト 80.81'4っa卜 1石8斗4升代 5石代 重石6斗2升 代 奥山杢衛門 年10-16
宝永140・ 4御年貢可締取付之事
..
109,4315っ6卜 8D.6174つ6卜 1石7斗6升 5石i斗8升 1石s斗4升 奥山杢右衛門 X147
宝 永2・ 直0・ 西郷年貢可納取耐乏事 146.93!5つ6E 8α6置ア 4つ7r 2石 6石 1石8斗 奥山杢衛門 年13-3,14-8
宝永a・10・30亥御年貢可納取臨急事 106,7065つ6ト 80.61'5つ 2石1斗代 6石8斗代 2石伏 清水仁右衛門 年13-f
宝永5=10・ 子飼年貢可約割付之事 130,1365つ6F 8(1.611_*2 1石4斗代 a石5斗代 i石3身代 清水仁徳門 年13-i
宝永6・10・ 丑鐸年貢可納取附之事 134.65E5つ6卜 80,6174つ8卜 1石5#{S 6石伏 1石5斗代 原 忠衛門 年13-8一
宝永7・10.13寅御年貢可納取隊之事 151.〔>415つ7ト 80,6174つ8ト 2石伏 6石伏 1石4斗代 ・無治傳兵衛 桐3-9
正徳 レ10・13卯御年貢可縞取開室 149,3005っs卜 80.61i4つ8t 2石伏 7石伏 1石5斗4升to加治傳兵衛 年18-2
正毎2.10.26辰舞年貢可納取附之事 1↓3,8655っ7ト 80,617eつ8ト 2石5升代 7石伏 1石5斗代 加治傳兵衛 年18-3
注*1.こ の ほ か 「畑6.117石,水押 羊毛2つ4卜 」 があ る。
*2.「1石 二永225文」 とあ る。
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表4,牛 堀村年貢取付(新 田)
年 ・月 ・11 高(田 畠) 田 有 高 田年貢率 畠有高 畠年貢率 史料番号
明 暦2・ ・ o.897新開 巳二改 印ヨ リ高 二組 皆 紅」 0.S97 1つ7ト 『 一 年4-8
明暦3・10・28 0.897皆田方 0,897 1つ7卜 『 一 年9-9
万治3・u・3 2,559 0 一 1,657 Lつ 年4-is
寛文 レis・18 2,554 0,897 里つ7ト 1,657 1つ1ト 年5-26
寛 文241・15 2,554 0,897 iつ8卜 1,657 垂つ1ト 年52i
寛文3・IQ晦 2-559 0,897 iつ8r 1,657 1つlt 年5-28
寛 文4・102E 2,554 0,897 2つ i-657 1つ2ト 年5-25
寛文5・10・28 2.554(田畠屋 敷) 0.Sgi 2つ 置,657 1つ3t 年5-30
寛文6・10・27 2,554 0,897 2っ3卜 1,657 且つ4卜 年5-31
寛 文7・is・25 2,554 0,897 2つ4卜 1,657量つ5ト 年5-32
寛 文8・iO・26 2,554 0,897 2つ4卜 1,657 1つJ} 年5-33
寛 文9・ 闘0・28 2,554 0,897 2つ4i 1,657 1つ8ト 年5-34
寛文10・n弓0 2.55a 0-89i 2つ4ト 1,657 2つ 年5-35
寛 文i・i9・26 2,554 0.&97 2つ イ ト 1,657 2つ 年5-3f
寛 文12・IC・27 2,554 0,897 2つ4卜 i.657 2つ 童 卜 年5-37}
延 宝 レis・28 4.498内1.994田方 当丑改入 2,841 2つ4卜 1,657 2つ2r 年7・ 一2
延 宝3・m・17 4,498 2,891 2つ2卜 1,651 2つ 年6・2
延 宝4・10.29 0,498、 2,84旦 2つ2卜 1,6512つ 年6-3
延 宝5・10・28 9,498 2,841 2っ2トー
1.b57 2つ1卜 年6-4
延 宝6・10・16 9,498 2.841凸 2つ3ト 1.65i 2つ2ト 年s-5
延 宝7・10・25 7.置86内2.68E田当来 故人 5.52g内2.688開改 入 2つ3ト 1,65? 2つ2卜 年6-6
延 宝8・is・ ロ 7.18E 5,529 1つ9F 1.65i 2つ 年6-7
天和1・10・ 晦 7,186 2.亘69 1つt卜 1,657 2つ 年7-9
天和2・10・26 7.18E 5,529 2つ 1.65i 2つ2ト 年7・ ・10
天 和3・m・18 7,IS6 5,529 2つ1ト 1,657 2つ2i 年7-11
貞享i・10・20 7,166 5,529 2つ1卜 1,657 2つ2卜 年8-6
貞享2・10・25 7.且86 5,529 2つ1卜 1,657 2つ 塾 卜 年8・7
貞 享3・lo・25 7,i86 5,529 2つ1卜 1,657 2つ2i 年8.・8
貞 享4・10・29 7,186 5,529 2つ1卜 L657 2っ2卜 年8-9
元 禄1・10.29 7,186 0,303 2つ 1,651 2つ2F 年i〔》一1
元 禄2・ 置0・30 7,置86
,
t.Q25 2つ 1.&572つ2r 年10-2
元 禄3・10.30 7,186 0 一 1,657 2っ2卜
一一㎝ 醒.{一
年10-3
元 禄4-10・24 7,186 4,089 2つ t.655 2っ2F 年10-4
元 禄5・to 7,186 4,089 2つ 1,657 2つ2ト 年10-5
元録6qo・ 7.18E 1,743 2つ 1.65. 2つ2卜 年10-6
元 禄7・10・ 7,186 3,959 2つ 1,657 2つ2ト 年10-7
元 禄8・10・ 7,186 3,969 2つ1ト i.6572つ2ト 年10-8
元 禄9.10・30 7,且86 0 一 1,657 2つ2ト 年10-9
元 禄ism・if 7,186 3,969 2つ2ト 1,657 2つ3卜 年lo-lo
元 録11・is・29 7,里86 0,066 2っ2ト 1,657 2つ3ト 年10一日
元 禄12is・30 7,186 0,537 2つ2ト 1,657 2つ3ト 年1042
元 禄13・10・29 7,186 2,028 2つ2r 1.65. 2つ3卜 年m-13
元 禄14・10・28 7.18E 0,066 2つ2r 1,657 2つ3卜 年10-19
元 禄15・10・21 7,186 2,190 2つ3卜 1,65ア 2つ3F 年 豆0-15
元 禄16・10・2乳 7,186 2.19( 2つ4F 1,657 2つ3ト 年10-16
宝 永 ト10・ 7.玉86 o 一 1,657 2つe卜 年19-7
宝 永2・10・ 7.18f 0,261 2つ4F 且,657 2つ5ト 年13-3,14F
宝 永9・10・30 7,181 c.120 2つCト 1,657 2つ7卜 年13-6
宝 永5・10・ 7.18E o 一 1,657 1石二永125文 年13-7
宝 永6・10・ 7.1S6 0,120 2つLト 1,651 2つ5卜 年 晃3-8
宝 永7・10・is' 7.i86 0,084 2つ5r 1,657 2つ5ト 年13-9
正 徳1・10・13 7.18E 0,084 2つ5ト 1,657 2つ5ト 年18-2
正 徳2・10・26 7.18E 0,084 2っ5ト 1,657 2つ5卜 年18-3
(かどまえ ひろゆき)
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